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須賀川市立小塩江中学校 学校たより No．２２                平成２８年 ２月２６日 

 

 

 

 

学校内の草花（２月） 

【教育目標】 健康（心身を鍛え根気強い生徒） 友愛（親切で協力する生徒） 進取（すすんで学び合う生徒） 

ごあいさつ  － 春はもうすぐ－ 

保健室前の花壇にオオイヌノフグリがさいています。寒さの中にも日中は気温がだいぶ緩み、春が近いことを感じます。 

さて、平成2７年度の教育活動もいよいよ大詰めとなってきました。１０日余り後には、３年生が義務教育９年間の学業 

を終え、本校を巣立っていきます。学校では、卒業式の練習や生徒会による３年生を送る会の準備も始まりました。 

Ⅱ期選抜試験の各高等学校の受験者数、受験倍率も発表となり、これから試験に臨む３年生は、気が気ではない 

と思います。これまで頑張ってきた自分を信じ、本番にのぞんでほしいと思っています。１，２年生も、近い将来自分が受 

験生になるということを忘れず、今回の発表をよく見て将来の青写真を描いてほしいと思っています。 

 保護者、地域の皆さまのさらなるご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。     （須賀川市立小塩江中学校長 菅野 哲哉） 

 

＜英語＞ 「My Daily Life」 

 

お子さまの様子はいかがでしたか？特に３年生は義務教育最後の参観日とあって保護者の皆様も感慨

深く参観されたのではないかと思います。当日は学年懇談会、PTA役員会等も開催しました。最後までご

参加いただきありがとうございました。 

＜保健体育科＞ 「バスケットボール」 
＜社会＞ 「開国と近代日本の歩み」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は卒業まであと１０日余りと 

なりました。学校では卒業証書授与式 

に向けた全体練習が始まりました。 

すでに気持ちができあがっている３ 

年生。学級で練習してきたこともあり、 

さながら本番のような雰囲気も感じさ 

せられます。さすが卒業生！これから 

練習を重ねるごとに、さらに子どもの 

顔はいい顔に変わっていきます。    ▲ のぞむ態度は真剣そのもの 

卒業式は本来、門出を祝福するうれしい行事なのですが、力いっぱい頑張

ってくれた姿や笑顔いっぱいで過ごした姿を思い出すとやっぱり寂しさも

感じてしまいます。 

在校生も職員も一丸となって、卒業生１３名それぞれの心に思い出として

一生残る、いい卒業証書授与式にしてあげたいです。 

 

 

 

保護者の皆様にご依頼しました「学校教育の達成状況に関するアンケート」の結果がまとまりました。詳しい集計結果については、２月１２日の

参観日の要項に挟んでありますのでご覧ください。本学校だよりでは、以下のように今年度の結果と昨年度の結果を比較した表を示します。 

 今回のアンケートに回答いただきましたことに感謝いたしますとともに、保護者の皆様、地域の皆様におきましては、今後とも小塩江中学校の教

育活動につきましてご意見をいただきますようよろしくお願い致します。 

 

評  価  項  目 前年度比 

① 健康  心身を鍛え根気強い生徒 ３．３ ３．２ ↓（－０．１） 

② 友愛  親切で協力する生徒 ３．４ ３．２ ↓（－０．２） 

③ 進取  進んで学び合う生徒 ３．２ ３．２ →（±０．０） 

① 教科の授業時間において、生徒ひとり一人に必要な学力が身に付いている。 ２．８ ２．９ ↑（＋０．１） 

② 「総合的な学習の時間」では体験的な学習をとおして、自分で課題を見付け、自分で解決

する力がついている。 
３．０ ３．１ ↑（＋０．１） 

③ 「道徳」の時間では多様な価値観に基づいた豊かな人間性が育っている。 ３．１ ３．２ ↑（＋０．１） 

④ 「特別活動（学級会活動・生徒会・学校行事）」では、自主的・主体的に活動に参加し何

事にも意欲的な態度が身に付いている。 
３．５ ３．６ ↑（＋０．１） 

① 本校の教師は、生徒のために一生懸命に研修に努め、授業を実践している。 ３．５ ３．３ ↓（－０．２） 

② 本校の教師は、生徒に対し思いやりを持って接し、生徒の自己実現を応援し、その結果、

生徒は安心して学校生活を送っている。 
３．６ ３．６ →（±０．０） 

③ 生徒が安全・安心な生活を送ることができるよう、教師は生徒に対し適時、適切に必要な

ことを分かりやすく指導している。 
３．６ ３．３ ↓（－０．３） 

④ 学校は、地域・保護者に対し学校の様子を分かりやすく伝えたり、生徒の活動の様子が見

えるようにしている。 
３．７ ３．７ →（±０．０） 

① 部活動をはじめ「体育に関する行事」は適切・安全に行なわれ、生徒の心身の鍛練や望ま

しい人間関係作りに役立っている。 
３．５ ３．３ ↓（－０．２） 

② 親子奉仕作業などの奉仕活動をとおして、生徒に奉仕的な気持ちや態度が養われている。 ３．６ ３．７ ↑（＋０．１） 

③ 職場体験学習や進路教室を適宜実施しているが、生徒に着実に職業観が身に付いてきてい

る。 
３．２ ３．３ ↑（＋０．１） 

④ ＰＴA活動では計画に基づいた協議・活動が行なわれ、保護者同士、保護者と教職員の望

ましい人間関係が作られている。 
３．３ ３．２ ↓（－０．１） 

▲ 「学校教育の達成状況」に関するアンケート（平成２６年度、平成２７年度の比較） 

＜考察＞ －今後に向けて－ 

昨年度との比較という観点から見れば各項目とも若干の増減はあるものの、昨年度並みのよい評価をいただいたと思ってお 

ります。教科の学習については、微増しているとはいえ、昨年同様、高い評価はいただいていません。学力は、「授業の質を上 

げ、確実に理解させること」「理解したことを家庭等の学習でしっかり定着させること」によって向上していくものです。まず 

は私たち職員がより質の高い授業ができるようさらに努めていきます。 

また、各種行事や部活動につきましては、本来の目的を達成するとともに、さらに一人一人の心と体の成長を促すことがで 

きるよう、望ましい集団活動、各学級でのよりよいクラス作りを進める一方、一人一人の居場所と役割のある学校作りを推進していきます。小規模

校ゆえに「他校のようにはできない」と思われがちな行事についても、時代の変化にしなやかに対応しながら見直しを図り、逆に生徒一人一人が確

実に関わることができるよさを生かし、生徒が育つ学校行事にしていきます。今年もＮＡＯＴＯさんにきていただきましたが、今後も可能な限り多

くの人とふれあう機会を持ち、人の生き方から学ぶことができるようにしていきます。（文責：校長） 

 ○ インフルエンザは減少傾向にありま 

すが、油断は禁物。須賀川市内でも中

心部で特に多く罹患者が出ています。ご家庭でもお子さんの

予防にご協力をお願いします。引き続き予防対策にご協力をお
願いします。 

○ ３年 吉田有冶くんのお祖母様より、花をいただきました。職

員玄関や教室等に飾らせていただきました。紙上にて御礼申し上

げます。 

○ 年度末の慌ただしい時期となってきました。大きな行事を下記

に示します。参考とされてください。 

 ・ ３月 ８日（火）・９日（水） 県立Ⅱ期選抜試験 

 ・ ３月１１日（金） 卒業授与式 10：00～ 

 ・ ３月１４日（月） 県立高校合格発表 

 ・ ３月２３日（水） 修了式 

 ・ ３月２５日（金） 新入生オリエンテーション 9：00～  

・ ３月２８日（月） 離任式 10：00～ 

※ 年度末・年度始休業 ３月２４日（木）～４月 ５日（火） 


